
静
岡
・川
合
遺
跡
八
反
田
地
区

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
南
沼
上

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
〇
月
ｉ

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
志
村
廣
三

・
加
藤
真
澄

・
佐
藤
正
知

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
ｉ
四
世
紀
、
七
世
紀
以
降

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
静
岡
平
野
の
北
東
部
、
南
沼
上
丘
陵
の
南
に
の
び
る
山
裾
に
位
置

す
る
。
調
査
区
で
は
、
丘
陵
の
山
裾
及
び
長
尾
川
が
形
成
し
た
自
然
堤
防
に
よ

る
微
高
地
と
そ
れ
に
伴
う
後
背

低
地
が
確
認
さ
れ
た
。
静
清
バ

イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴

っ
て
調

査
さ
れ
た
川
合
（内
荒
）
遺
跡
の

北
側
に
位
置
し
、
連
続
す
る
同

種
の
遺
跡
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
微
高
地
上
に
は
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て

の
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
溝
状

遺
構
等
が
存
在
す
る
。
木
筒
は
ゴ
ミ
溜
め
の
よ
う
な
浅
い
凹
地
か
ら
出
土
し
た
。

掘
立
柱
建
物
が
集
中
す
る
地
区
か
ら
は
フ
イ
ゴ
の
羽
口
や
鉄
淳
な
ど
が
出
土
し
、

鍛
冶
工
房
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
石
製
分
銅
、
九
輛

（銅
製
）、
墨
書
土
器
な

ど
も
出
土
し
て
い
る
。
平
安
時
代
後
期
以
降
の
遺
物
も
豊
富
で
、
瑞
花
八
稜
鏡
、

宋
銭
、
自
磁
、
も
の
さ
し
な
ど
が
出
土
し
た
。
後
背
低
地
は
少
な
く
と
も
平
安

時
代
後
期
以
降
、
条
里
型
の
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
坪
を
区
画
す
る

と
考
え
ら
れ
る
大
陸
が
検
出
さ
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔刀
ヵ
〕

ω

　

「
下
代
謹
解
申

高
諸
□
大
国
掴
□
□
」
　

　

　

�伽巽
］支
『
目

下
端
の
一
部
が
欠
損
。
第
六
字
以
下
の
八
文
字
は
や
や
右
に
偏
し
て
配
さ
れ

る
。
墨
痕
は
上
方
六
文
字
が
明
瞭
で
あ
る
。
第
三
字

「謹
」
の
上
部
に
点
が
み

え
る
が
、
削
り
残
し
と
判
断
さ
れ
る
。
同
様
な
点
画
は

「下
」
と

「代
」
と
の

間
に
も
認
め
ら
れ
る
。
第
二
字
は

「代
」
と
し
た
が
、

「氏
」
の
可
能
性
も
あ

る
。
裏
面
は
腐
損
し
た
箇
所
が
あ
り
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

（佐
藤
正
知
）

(清水・静岡)


